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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
い
ず
れ
改
善
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
執
筆
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
６
０
１
Ｔ

【
作
者
名
】

　
コ
ロ
ネ
ギ

【
あ
ら
す
じ
】

　
さ
て
、
前
回
は
誤
っ
て
短
編
小
説
と
し
て
投
稿
し
て
し
ま
っ
た
が
、
あ
え
て

残
し
て
お
く
と
し
て
、
今
回
か
ら
は
気
が
向
け
ば
更
新
で
き
る
連
載
型
で
あ
る
。

読
者
と
し
て
調
査
し
た
。

書
き
手
で
あ
る
皆
さ
ま
の
参
考
に
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
本
サ
イ
ト
の
シ

ス
テ
ム
を
気
が
向
く
ま
ま
に
調
べ
て
い
き
た
い
。
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ル
ビ
の
調
査
１
（
前
書
き
）

下
書
き
の
は
ず
だ
っ
た
も
の
を
た
ま
に
間
違
え
て
投
稿
し
ま
す
。
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ル
ビ
の
調
査
１

ち
ょ
っ
と
お
試
し

完
全
な
る
世
界

コ
ズ
モ
・
エ
ン
テ
レ
ケ
イ
ア

山
田

や
ま
だ

完
全

・
　
・

教
え
て
も
ら
っ
て
試
し
て
み
た
（
）
を
用
い
て
ル
ビ
を
試
行
。

結
構
、
楽
だ
。

さ
て
、
本
題
で
あ
る
。

今
回
は
、
強
調
し
た
い
と
き
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
黒
点
を
調
査
し
た
。

あ
い
う
え
お
（
・
・
・
・
・
）
↑
（
）
を
使
用

あ
い
う
え
お
↑
｜
《
》
を
使
用

・
・
・
・
・

　
愛
情
　
　
　
　
　
　
　
↑
（
）
を
使
用

・
・

　
愛
情
　
　
　
　
　
　
↑
（
）
を
使
用

・
　
・

愛
憎
劇
　
　
　
　
　
↑
（
）
を
使
用

・
・
・

愛
憎
劇
（
・
　
・
　
・
）
　
　
　
↑
（
）
を
使
用

愛
憎
劇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
｜
《
》
を
使
用

・
　
・
　
・
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相
思
相
愛
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
｜
《
》
を
使
用

・
　
・
　
・
　
・

最
大
公
約
数
　
　
　
　
　
↑
｜
《
》
を
使
用

・
　
・
　
・
　
・
　
・

｜
南
無
阿
弥
陀
仏
《
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
》
　
　
↑
｜
《
》
を
使
用

情
熱
思
想
理
念
頭
脳
気
品
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
（
）
を
使
用

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

情
熱
思
想
理
念
頭
脳
気
品
（
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
）

　
　
↑
（
）
を
使
用

情
熱
思
想
理
念
頭
脳
気
品
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
｜
《
》
を
使
用

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

｜
情
熱
思
想
理
念
頭
脳
気
品
《
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・

》
　
↑
｜
《
》
を
使
用

し
か
し
、
あ
れ
だ
。

や
っ
て
み
て
わ
か
る
け
れ
ど
、
黒
点
は
使
い
に
く
い
ね
。

一
文
字
と
し
て
は
余
り
に
も
小
さ
い
。
半
角
く
ら
い
の
判
定
の
よ
う
だ
。

し
か
も
、
（
）
を
用
い
て
ル
ビ
を
振
る
時
、
平
仮
名
の
み
だ
と
適
応
さ
れ
な
い

よ
う
だ
。

ま
た
、
点
と
点
の
間
に
ス
ペ
ー
ス
を
入
れ
ら
れ
る
の
も
一
度
だ
け
。

漢
字
オ
ン
リ
ー
の
場
合
で
も
、
ス
ペ
ー
ス
は
一
度
し
か
入
力
で
き
な
い
。

つ
ま
り
、
三
文
字
連
続
で
漢
字
が
続
く
場
合
は
、
正
し
く
表
示
さ
れ
な
い
。

｜
《
》
の
場
合
。

こ
ち
ら
は
平
仮
名
で
も
ル
ビ
が
表
示
さ
れ
る
が
、
や
は
り
ス
ペ
ー
ス
使
用
は
一

度
だ
け
。

漢
字
オ
ン
リ
ー
の
場
合
だ
と
、
五
連
続
ま
で
有
効
。

つ
ま
り
、
ス
ペ
ー
ス
は
四
回
使
用
で
き
る
。

六
文
字
連
続
は
不
可
。

五
文
字
お
き
に
ル
ビ
を
置
く
と
違
和
感
な
く
使
用
で
き
る
よ
う
だ
。

や
は
り
、
面
倒
で
あ
る
。

次
に
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
カ
タ
カ
ナ
の
ル
ビ
を
振
る
場
合
を
想
定
し
た
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調
査
を
行
い
た
い
。

分
か
り
や
す
い
の
は
必
殺
技
や
組
織
名
、
『
王
の
財
宝
』
や
『
完
全
な
る
世
界
』

、
『
一
方
通
行
』
な
ど
。

こ
れ
ら
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ゲ
ー
ト
・
オ
ブ
・
バ
ビ
ロ
ン
」
「
コ
ズ
モ
エ
ン
テ

レ
ケ
イ
ア
」
「
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
」
の
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る
が
、
問
題
は
そ

の
ル
ビ
の
位
置
だ
。

書
き
手
に
回
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
読
み
手
の
人
も
ご
存
じ
の
と

お
り
、
こ
の
サ
イ
ト
で
ル
ビ
を
用
い
た
時
、
望
ん
だ
位
置
と
い
う
か
、
全
体
に

散
ら
ば
っ
て
ほ
し
い
の
に
右
に
偏
っ
て
い
た
り
左
に
偏
っ
て
い
た
り
す
る
こ
と

が
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
い
い
感
じ
で
全
体
に
散
ら
ば
る
ル
ビ
の
振
り

方
を
ご
紹
介
。

例
１
：
名
詞
全
体
を
挟
む
　
”
｜
名
詞
《
》
”
↑
こ
ん
な
感
じ

王
の
財
宝

ゲ
ー
ト
・
オ
ブ
・
バ
ビ
ロ
ン

完
全
な
る
世
界

コ
ズ
モ
エ
ン
テ
レ
ケ
イ
ア

一
方
通
行

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

例
２
：
『
』
の
よ
う
な
記
号
内
の
名
詞
の
み
を
挟
む
　
”
『
｜
名
詞
《
》
』
”

↑
こ
ん
な
感
じ

『
王
の
財
宝
』

ゲ
ー
ト
・
オ
ブ
・
バ
ビ
ロ
ン

『
完
全
な
る
世
界
』

コ
ズ
モ
エ
ン
テ
レ
ケ
イ
ア

『
一
方
通
行
』

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

例
３
：
記
号
も
含
め
て
名
詞
を
挟
む
　
”
｜
『
名
詞
』
《
》
”
↑
こ
ん
な
感
じ

『
王
の
財
宝
』

ゲ
ー
ト
・
オ
ブ
・
バ
ビ
ロ
ン

『
完
全
な
る
世
界
』

コ
ズ
モ
エ
ン
テ
レ
ケ
イ
ア

『
一
方
通
行
』

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

例
４
：
記
号
の
左
側
と
名
詞
を
挟
む
　
”
｜
『
名
詞
《
》
』
”
↑
こ
ん
な
感
じ

『
王
の
財
宝
』

ゲ
ー
ト
・
オ
ブ
・
バ
ビ
ロ
ン
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『
完
全
な
る
世
界
』

コ
ズ
モ
エ
ン
テ
レ
ケ
イ
ア

『
一
方
通
行
』

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

例
５
：
記
号
の
右
側
と
名
詞
を
挟
む
　
”
『
｜
名
詞
』
《
》
”
↑
こ
ん
な
感
じ

『
王
の
財
宝
』

ゲ
ー
ト
・
オ
ブ
・
バ
ビ
ロ
ン

『
完
全
な
る
世
界
』

コ
ズ
モ
エ
ン
テ
レ
ケ
イ
ア

『
一
方
通
行
』

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

以
上
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ル
ビ
の
調
査
１
（
後
書
き
）

こ
れ
だ
け
で
改
善
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
平
仮
名
で
も
多
分
可
能
）
。

こ
の
方
法
で
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
場
合
、
多
分
、
文
の
構
成
に
よ
っ
て
ル
ビ
の

配
置
に
影
響
が
及
ぶ
の
だ
と
愚
考
し
ま
す
。

私
は
書
い
た
こ
と
が
無
い
の
で
、
実
際
に
ル
ビ
の
配
置
が
変
だ
っ
た
時
の
一
文

を
教
え
て
頂
け
れ
ば
私
に
で
き
る
範
囲
で
検
証
し
て
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

漢
字
の
上
に
漢
字
を
振
る
こ
と
は
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
？
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

いずれ改善されるであろう執筆システムについて

2011年10月7日21時21分発行

この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n1601t/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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